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こ
の
た
び
、
編
集
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
続
い
た
猛
暑
も
ま
た
続
く
の
で

し
ょ
う
か
？ 

も
う
３
月
、
今
年
の
予
定
も
決

ま
り
準
備
の
真
っ
最
中
で
し
ょ
う
。
作
は
、
天

候
次
第
で
す
が
、
佐
渡
の
土
壌
は
、
鉄
と
ケ

イ
酸
が
不
足
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
の
で
、
土

づ
く
り
・
土
壌
改
良
を
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
加
え
、

し
っ
か
り
と
中
干
し
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
。

天
候
に
打
ち
勝
つ
稲
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ま
の
成
功
と
発
展
を
祈
り
ま
す
。

（渡
邉
）

地
域
で
頑
張
る
農
業
者
を
紹
介

有
限
会
社 

農
援
隊
い
け
の

農
地
等
利
用
最
適
化
の
意
見
書
を
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
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農
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農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員
会
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き

「農
地
等
利
用
最
適
化

推
進
施
策
等
に
関
す
る
意
見
書
」
を
令
和
７

年
１
月
10
日
に
佐
渡
市
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

渡
辺
市
長
か
ら

「佐
渡
を
取
り
巻
く
自
然

環
境
を
し
っ
か
り
守
り
な
が
ら
、
佐
渡
の
農

業
が
継
続
で
き
る
よ
う
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
得
て
、
し
っ
か
り
と
前
を
向
い
て
進
め

て
い
き
た
い
。
」
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

主
な
要
望
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

１　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
施
策
等
に
関
す

る
要
望

　

⑴　
地
域
計
画
に
係
る
支
援
に
つ
い
て

　

⑵　
基
盤
整
備
の
推
進
に
つ
い
て

　

⑶　
遊
休
農
地
の
有
効
利
用
の
た
め
の
支
援

に
つ
い
て

　

⑷　
多
様
な
担
い
手
の
確
保
と
育
成
に
つ
い
て

　

⑸　
新
規
農
業
法
人
等
の
支
援
に
つ
い
て

　

⑹　
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

２　

農
業
振
興
等
に
関
す
る
要
望

　

⑴　
農
産
物
の
適
正
な
価
格
形
成
に
つ
い
て

　

⑵　
地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て

　

⑶　
農
業
用
資
材
・
飼
料
・
燃
料
等
価
格

高
騰
対
策
に
つ
い
て

　

⑷　
ス
マ
ー
ト
農
業
に
お
け
る
農
業
技
術
の

促
進
に
つ
い
て

　

⑸　
先
進
技
術
の
導
入
の
促
進
に
つ
い
て

　

⑹　
女
性
農
業
者
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
つ
い
て

３　

農
業
委
員
会
活
動
へ
の
協
力
・
支
援

　

⑴　
市
長
部
局
と
農
業
委
員
会
と
の
連
携
・

協
力
に
つ
い
て

～
家
族
で
支
え
あ
う
元
気
な
経
営
体
～

佐
渡
市
入
川
に
あ
る

「有
限
会
社
農
援
隊

い
け
の
」
で
は
、
姉
妹
を
中
心
と
し
た
４
人
の

親
族
で
稲
作
と
和
牛
飼
育
を
営
ん
で
い
ま
す
。

同
社
は
稲
作
７ 

ha
、

WCS 
６ 

ha
、
牧
草
ほ
か

16 

ha
を
手
掛
け
、
繁
殖
和
牛
を
50
頭
飼
育
し
、

年
間
約
45
頭
を
競
り
市
に
上
場
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
過
疎
・
老
齢
化
・
担
い
手
不
足
に
よ

る
遊
休
農
地
発
生
防
止
の
一
助
と
な
っ
て
い
ま

す
。令

和
２
年
10
月
、
事
業
を
実
父
か
ら
長
女

の
鹿
野
潤
さ
ん
が
法
人
経
営
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。

引
き
継
い
だ
理
由
を
伺
う
と

「子
供
の
頃

か
ら
両
親
の
手
伝
い
を
し
て
い
て
、
そ
こ
に
今

の
様
な
形
が
あ
っ
た
か
ら
自
然
に
働
い
て
い
る

だ
け
で
す
。
」
と
苦
も
無
く
笑
顔
で
言
う
姿
が

楚
々
と
し
て
い
ま
し
た
。

作
業
は
、
潤
さ
ん
を
中
心
と
し
た
親
族
４

名
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
活
か
し
、
作
業

分
担
が
で
き
て
い
て
、
と
り
わ
け
、
新
潟
県

農
業
大
学
校
の
卒
業
生
で
あ
る
三
女
は
、
各

種
免
許
と
豊
富
な
農
業
知
識
を
活
用
し
、
作

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

訪
問
し
て
感
じ
た
の
で
す
が
、
彼
女
た
ち

が
明
る
く
に
こ
や
か
で
素
直
な
考
え
を
持
ち
仕

事
に
励
ん
で
い
る
の
は
、
そ
こ
に
母
親
の
愛
、

家
族
の
理
解
と
絆
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

家
族
経
営
を
牽
引
す
る
潤
さ
ん
の
「将
来
、

近
郊
の
遊
休
農
地
を
利
用
し
て
広
大
な
自
然

放
牧
で
和
牛
飼
育
を
し
た
い
。
」
と
夢
を
膨
ら

ま
せ
て
い
る
姿
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

知って得する！農業者年金
農業者の方は、 国民年金の上乗せの公的な年金
「農業者年金」 に加入して安心で豊かな老後を！

※農業者年金の加入には、
●「国民年金第 1 号被保険者であ
ること」
●「年間 60 日以上農業に従事して
いること」
●「60 歳未満であること」
の３つの要件を満たしている必要が
あります。

農業者なら誰でも入れる　　　　　　　　　　です！「終身年金」

一定の要件を満たす方には、

　　　　月額最大1 万円の保険料補助
加入で大きな節税効果！

保険料は全額社会保険料控除の対象

渡辺竜五市長会長職務代理者
佐々木雅文
農地部会長

　

⑵　
農
業
委
員
会
事
務
局
の
体
制
強
化
に
つ

い
て

　

⑶　
農
業
者
年
金
の
加
入
・
全
国
農
業
新
聞

の
普
及
推
進
に
つ
い
て

農業委員会 H.P

農地等利用最適化推進施策等に関する

意見書及び回答の全文が見られます。

※詳しくは、 農業委員会又は最寄りのＪＡへお尋ねください。

め
ぐ
み

「有限会社農援隊いけの」 の皆さん

佐渡市
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農
業
委
員
会
主
催
に
よ
り
、
令
和
６
年

12
月
４
日
に
農
業
者
等
と
の
意
見
交
換
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
、
愛
知
県
か
ら
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
テ
ー
マ
に
、
長
年
農
業
振
興
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
可
知
祐
一
郎
さ
ん
を

講
師
に
招
い
て

「地
域
ま
る
っ
と
中
間
管
理

方
式
と
は
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

こ
の
方
式
は
、
守
る
べ
き
農
地
を
丸
ご
と

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
て
守
る
方

式
で
、
進
め
方
は
、
集
落
等
を
範
囲
と
し
、

担
い
手
・
自
作
希
望
・
出
し
手
す
べ
て
が
会

員
と
な
る
非
営
利
型
一
般
社
団
法
人
を
設

立
し
、
地
域
の
す
べ
て
の
農
地
を
農
地
中
間

管
理
機
構
を
経
由
し
て
法
人
が
丸
ご
と
借

り
受
け
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

こ
の
方
式
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
担
い
手
同
士

及
び
自
作
希
望
農
家
が
共
存
で
き
る

（特

定
作
業
受
委
託
方
式
）
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
自
作
希
望
農
家
が
耕
作
で
き

な
く
な
っ
た
ら
法
人
が
直
接
経
営
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

農
地
中
間
管
理
事
業
に
は
、
交
付
要
件

を
満
た
し
た
場
合
、
機
構
集
積
協
力
金
や

機
構
関
連
農
地
整
備
事
業

（農
家
負
担
ゼ

農
業
者
等
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た

権利設定方法 申請書提出締切 担当部署
農地中間管理事業 毎月２５日 農業政策課　TEL63－5117
農地法第３条 毎月１０日 農業委員会　TEL63－5115
　※　詳しくは、担当部署へお問い合わせください。

令和７年４月から農地の貸し借りは
「農地中間管理事業」・「農地法３条」のみになります

令和５年度 令和６年度

51ha

53ha
2ha 増

佐渡市における耕作放棄地状況
　

農
業
委
員
会
で
は
、
６
月
か
ら
８
月
に
か

け
て
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
に
よ
り
、
農
地
が
適
切
に
利
用

さ
れ
て
い
る
か
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

新
た
な
遊
休
農
地
も
確
認
さ
れ
、
佐
渡
全

体
で
約
53 

ha
の
遊
休
農
地
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
を
基
に
、
農
業

委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
よ

る
利
用
意
向
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

遊
休
農
地
発
生
防
止
に
向
け
た
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

農
地
は
、
食
料
の
安
定
的
な
供
給
を
図

る
た
め
最
も
基
本
的
な
生
産
手
段
で
あ
り
、

ま
た
、
農
業
を
営
む
上
で
必
要
な
基
本
的

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

（利
用
状
況
調
査
）

を
実
施
し
ま
し
た

生
産
基
盤
で
す
。
優
良
な
農
地
を
確
保
し
、

効
率
的
に
利
用
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重

要
で
す
の
で
、
耕
作
可
能
な
農
地
は
適
正

に
管
理
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
11
月
21
日
に
新
潟
県
農
業
委

員
大
会
が
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
潟
県
農
業
会
議
創
立
70
周

年
記
念
と
併
せ
て
開
催
さ
れ
、
農
業
委
員

会
組
織
の
役
割
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
飛
躍

に
向
け
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
大
会
の
日
程
に
併
せ
、
新
潟

市
中
央
卸
売
市
場
・
新
潟
県
農
業
総
合
研

究
所
・
JA
え
ち
ご
中
越
た
だ
い
ま
ー
と
な

ど
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
潟
市
中
央
卸
売
市
場
へ
佐
渡
か
ら
の
農

産
物
の
出
荷
は
、
お
け
さ
柿
を
は
じ
め
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
ネ
ギ
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

青
果
部
門
全
体
の
金
額
ベ
ー
ス
約
186
億
円
の

う
ち
約
３
％

（約
６
億
円
）
の
出
荷
と
な
っ

て
お
り
、
青
果
類
の
栽
培

（出
荷
）
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。

　

県
農
業
総
合
研
究
所
で
の
視
察
で
は
、

気
象
変
動
に
対
応
し
、
生
産
者
所
得
の
最

大
化
に
寄
与
す
る
水
稲
お
よ
び
園
芸
品
目

の
品
種
改
良
の
ほ
か
、
様
々
な
研
究
を
行
っ

て
お
り
、
水
稲
に
お
い
て
は
、
高
温
・
乾

燥
条
件
下
に
対
応
可
能
な
高
温
耐
性
コ
シ
ヒ

新
潟
県
農
業
委
員
大
会
・
視
察
研
修

全国農業新聞とは…
　地域農業者の代表機関である農業委員会のネット
ワークが発行する、 週刊の農業総合専門誌です。 農
家の思いを伝え農業・農村の 「未来を共に考えます。」

毎週金曜日発行

月 700 円
( お試し期間もあります。)

■ 購読の申込は、
佐渡市農業委員会へお気軽に連絡ください。

週刊

カ
リ
BL
の
品
種
改
良
に
長
い
時
間
を
か
け
開

発
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
の
水
稲
栽

培
に
期
待
が
持
て
ま
し
た
。

農地中間管理機構
(新潟県農林公社)

農用地を貸したい方 又は

農用地を売りたい方

(出し手＝農業者)

農用地を借りたい方 又は

農用地を買いたい方

(受け手＝農業者)

【業務委託先】
市町村、
農業委員会、
土地改良区など

農用地の借受
農用地の買入

農用地の貸付
農用地の売渡

賃料の徴収
売買代金の徴収

賃料の支払
売買代金の支払

農地バンク

農地中間管理事業とは？
新潟県知事が指定した公的機関 「農地中間管理機構」 が地域計画 （目標地図） に位置付けた出し

手 （土地所有者） と受け手 ( 耕作者 ) に対して、農用地の権利 （利用権・所有権） を移動する事業です。

なお、 新潟県では ( 公社 ) 新潟県農林公社がその指定を受けた上で、 一定の業務を市町村等へ業

務委託しています。

ロ
）
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
活

用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

佐
渡
市
に
お
い
て
も
、
や
る
気
の
あ
る

地
域
に
お
い
て
、
こ
の
方
式
に
よ
り
非
営
利

型
一
般
社
団
法
人
設
立
の
動
き
が
あ
り
ま

す
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
も
地
域
づ
く
り
と

農
地
中
間
管
理
機
構
の
活
用
に
向
け
て
将

来
の
農
業
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

可知 祐一郎 講師

金田会長の議事提案説明


